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開先形状変化 に 対す る溶接条件 の フ ァ ジ ィ制御
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　　　 Controlling　of 　Weld 　Pool　Shape 　in　Switch 　Back 　Wel ⊂iing
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1．緒 言

　多層 溶接 に お い て 、良好 な溶接結果 を得 るた め に は初層 の 片 面裏 ビー ド制御が 重要で ある ，，

こ の 目的の た め に 、溶接 トーチ を進行 方向 に 対 して 前後に 揺動 （ス イ ッ チ バ ッ ク法）させ る 。

さ ら に 、開先中心 部分に お い て 溶接 電流 を ヒげ、ギ ャ ッ プの エ ッ ジ部分 を溶か す。溶接電流

お よ び ア
・．

ク電圧 （電流 供給 点電圧 V の を検出 し、こ れ ら に よ り ト
ー

チ位 置 ・姿勢 を推測す

る こ と が で きる 。

2 ス イ ッ チ バ ッ ク 溶接

　基礎 実験 を行 うた め に Fig 、1 に 示す よ うに母材 12mm 厚、ギ ャ ッ プ 2mm 、　 V 開先 （開先角度

60
°

）、溶接 ワ イ ヤ ：1．2mm φの ソ リ ッ ドワ イヤ を用 い て 、片側 2mm 、周波lk　10Hz で トーチ

を揺動 させ MIG 溶接 を行 ’．・ た 。

　 ギ ャ ッ プ の エ ッ ジ部分 を 充分溶融 させ る た め に 、トーチ が ギ ャ ッ プ部分 を通過 す る と きに

溶接電流 を多 くす る。一方、溶落 ちを防 ぐため に揺動の 端で は 電流 を下 げる 。 すなわ ち、パ

ル ス 電流 を用 い る 。
こ れ を行 うため に 、Fig．2に 示す よ うに 100A あた り2．3V の ヒ昇特 性 を持

つ 電 源 を用 い る 。 実線 は 低電流期 問の 電源特性 PSC1 で あ る 。 低電流域 に あ る動 作点 は 電源

特性 をPSC2 に 切 り換 える こ と に よ り、電源電圧が 高 くなる。こ れ に よ り、電流供給点電圧 と

の 差が大 き くな り、す ばや く電流 が 増加す る 。 PSC2 の 350　A 付近 の 垂下 部分 に動作点が 移動す

る 。 その 後 PSCI に 切 り替わ っ た と き、電流供 給点電圧 よ り電源電圧が ドが る 。 こ の ため 、電

流 は 減少す る 。 その 速度は ア
ー

ク 長が 長い ほ ど早 くな る 。 こ れ に よ り、ア
ー

ク 長 を
一

定に 保 つ

よ うに 制御 さ れ る 。
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3．溶接 実験お よ び考察

　 ワ イ ヤ 送給速度 70　m 　m ！s、1周期当た りの 前

進 距 離 は 20mm （！．3s）、後 退 距 離 は 10mm

（2．6s＞、平均速 度 15cm ！min に て 実験 を行 っ

た 。 溶接 ト
・一一

チ 揺 動位置 、電 流お よ び 電流 供

給点電 圧 を Fig．3 に 示す。同図 に お い て 揺動

中 心 部分
・
に お い て 電流が 上 昇 し て お り、揺動

の 端で 電流 が減 少 して い る 。 また、溶滴移行

を高速 カ メ ラ に て 撮影 した 。 ト
・チ が前進 中

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

の 写真 を Fig ．4 に 、後退 中 の もの を Fig．5 に 示

す。右お よ び左端 で 電流 が 減少 して い る。裏

ビー ドが 生成 して い る こ とが 観察で きる 。 後退

中は 溶着量が 多 い 。

　揺動中心 が 開先中心 か らずれ る と
、

パ ル ス

の 電流 お よ び電圧 波形が 揺動中心 ｛、Z置 に 対 し

て 、非対 称 とな る ．こ の こ とよ り、揺動の 0 か

ら 180 度 まで の 電流 ・電圧 と 且80 か ら 360 度

まで の もの を比 較す る こ と に よ リア
ー

ク ・セ

ン サ を構成す る こ とが で きる 。

　ギ ャ ッ プ変動 に対 して安定な裏ビー
ドを得 る

た め に は 、溶接電流 、電圧 、溶融池表面形状 を

検 出 し、裏ビ
ー

ド形状 を推定す る。そ れ に従 っ

て 、前進 と後退距離 、溶接速 度 、電 源特性、ワ

イヤ 送給速度 を調 整す る．．

4．結
．
言

　 開先内 に お い て 溶接 ト
・．

チ を前

後に 揺動 させ て 、電流 ・電流供給

点電圧 を計測 した。ギ ャ ッ プエ ッ

ジ付 近に て 溶接電流 を増加 させ る

こ とに ょ り裏 ビ ・．ドを形成 す る 。

そ れ 以外に お い て は 溶落 ちを防 ぐ

た め に 溶接 電 流 を減少 させ る 。ま

た 、ア
ー一・

ク長制 御 も同時 に行 うた

め に 一L 昇特 性 を持 つ 電 源 を用 い

て 、電源．特性を切 ｝丿換 えた。こ れ ら

に よ り初層裏 ビ ・
ドを安 定 化 し た 。
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Fig．3　Time 　resp 〔｝nses 　of　voltage ，　current 　and

torch　positions．
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